生活支援のための看護と介護の連携 by 井上, 千津子






































































































































表 1 対象者の基礎資格(文献3より転載) ( ) % 
看護師〈准看護師〉 355 (70.0) 
介護福祉士 78 (14.7) 
保健師・助産部 26 (4.9) 
ホームヘルパー 13 (2.5) 
社会福祉士 12 (2.3) 
その地 30 (5.7) 
特にt，t.し 16 (3.0) 
計 530 (100.0) 
表 2 対象者の最長の勤務場所(文醸3より転載)( ) % 
療養型産療施設 88 (16.7) 
老人福祉施設 75 (14.2) 
老人保健擁設 64 (12.1) 
居宅介護支援事業所 32 (6.0) 
訪問看護ステーション 23 (4.3) 
訪問介護事業所 21 (4.0) 
そO)f也 221 (41.7) 
特になし 5 (0.9) 
計 530 (100.0) 
平成 19年1月 (2007年) 3 
表3 看護と介護の連携の現状について(文献3より転載〉 ( ) % 
看護職 福祉鞍 その地 計
十分にできている 23 (6.1) 2 (2.0) 3 (6.5) 28 (5.3) 
どちらかといえばできている 168 (44.4) 43 (42.2) 17 (37.0) 228 (43.3) 
どちらかといえば開題 157 (41.5) 46 (45.1) 23 (50.0) 226 (43.0) 
詞題が多い 29 (7.7) 11 (10.8) 3 (6.5) 43 (8.2) 
計 377 (71.8) 102 (19.4) 46 (8.8) 525 (100.0) 
表4 看護と分護の連携について問題と考えるところ(文献3より転載〉 ( ) % 
看護職制=381) 語社職 (N=102) その佳 (N=46) 計 (N=529)
それぞれの役割の理解不足 281 (73.8) 
互いの意見の相違を尊重できない 168 (44.1) 
連携の場や機会が足りない 177 (46.5) 
上司・組織の理解がない 97 (25.5) 
連携の方法がわからない 51 (13.4) 
その也 36 (9.4) 




























63 (61.8) 27 (58.7) 371 (70.1) 
59 (57.8) 19 (41.3) 246 (46.5) 
55 (53.9) 20 (43.5) 252 (47.6) 
27 (26.5) 10 (21.7) 134 (25.3) 
9 (8.8) 7 (15.2) 67 (12.7) 
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